
 
 
 

令和７年度 当初予算案 
（令和６年度２月補正含む） 

 
 

主要事項説明資 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文 化 生 活 部 



文 化 生 活 部

事　　　業　　　名　 担当課

文化生活 1 　人権啓発費 人 権 啓 発 推 進 室

2   きょうとまるごとお茶の博覧会開催費
地 域 政 策 室
文 化 政 策 室
農 産 課

3   Music Fusion in Kyoto音楽祭事業費 文 化 政 策 室

4   京都国際アート市場活性化事業費 文 化 芸 術 課

5   京都の文化次世代継承事業費
文 化 政 策 室
文 化 芸 術 課

6 　こころのふるさと京都の文化財保護事業費 文 化 政 策 室

7   祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金 文 化 政 策 室

8 　地域交響プロジェクト推進費
文 化 生 活 総 務 課
産 業 振 興 課

9 　京のスポーツ・スタジアム夢づくり事業費 ス ポ ー ツ 振 興 課

10 　ワールドマスターズゲームズ２０２７関西開催準備費 ス ポ ー ツ 振 興 課

11   京のジュニアスポーツアカデミー推進事業費 ス ポ ー ツ 振 興 課

12 　私立学校教育振興補助金 文 教 課

13 　私立専門学校修学支援事業費 文 教 課

14 　いじめ防止・不登校支援等総合推進事業費

文 教 課
学 校 教 育 課
高 校 教 育 課
社 会 教 育 課

15 　医療機関等物価高騰対策事業費

文 教 課
生 活 衛 生 課
こども・子育て総合支援室

高 齢 者 支 援 課
障 害 者 支 援 課
家庭・青少年支 援課
医 療 課
薬 務 課
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文 化 生 活 部

事　　　業　　　名　 担当課

主要事項説明資料目次

ページ

16 　生産性向上・人手不足対策事業費
中小企業総合支 援課
地 域 福 祉 推 進 課
文 教 課

17 　防犯まちづくり推進事業費 安心・安全まちづくり推進課

18 　未来へつなぐ交通安全推進事業費 安心・安全まちづくり推進課

19 　犯罪被害者等支援総合対策事業費
安心・安全まちづくり推進課

警 務 課

20 　初期段階再犯防止強化事業費 安心・安全まちづくり推進課

21 　女性活躍総合支援事業費
男 女 共 同 参 画 課
家庭・青少年支 援課

22 　ドメスティック・バイオレンス対策事業費
男 女 共 同 参 画 課
家庭・青少年支 援課

23 　消費者あんしんサポート事業費

消費生活安全センター
生 活 衛 生 課
農 政 課
住 宅 課

24 　きょうと「食の安心・安全」確保事業費
生 活 衛 生 課
農 政 課

25 　植物園次の１００年創生事業費 文 化 施 設 政 策 監 付

26 　府立大学スポーツ施設整備検討費 文 化 施 設 政 策 監 付

27 　向日町競輪場敷地再整備等事業費 文 化 施 設 政 策 監 付



 
 

令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 人権啓発費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １４０，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

50,000 － － 90,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

一人ひとりの尊厳と人権が尊重され、それぞれの幸福を最大限に追求 

することができる共生社会の実現を図るため、様々な人権課題に関する

啓発・相談等を実施する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）啓発・相談 

・新聞、テレビ・ラジオ、ホームページなど様々な媒体を通じた 

啓発・広報 

・ヒューマンフェスタ、人権フォーラムなどのイベント開催 

・インターネット上の人権侵害への対応 

・人権問題法律相談（京都府人権リーガルレスキュー隊）の実施 等 

 

（２）市町村支援等 

・人権啓発指導者養成研修会の開催 

・インターネットによる人権侵害対策研究会の開催 

・市町村が実施する人権啓発事業に対する助成 等 

 

担当課・担当名
 

人権啓発推進室 企画・推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4271 

文化生活－１ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

総合政策環境部・文化生活部・農林水産部  

事 業 名
 
大阪・関西万博きょうと開催費 

（２）きょうとまるごとお茶の博覧会開催費 

新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 ８２，０００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

41,000 － － 41,000 

 

 

 

 

 事 業 内 容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

１ 趣  旨 

京都の茶文化を支える茶人や茶商、茶の生産者から茶器や茶道具、茶菓子
の職人までが一緒になって、万博を契機に京都を訪れる人々に京都の茶文化

を発信 
 
２ 事業内容 

 （１）オープニング茶会の開催                     ５,０００千円 

万博開幕に合わせ、京都の玄関口である京都市内を中心とした複数会 
場でオープニングイベントを実施（②） 
 

 （２）お茶体験イベントの開催（一部再掲）           ３１,０００千円 
 お茶・茶道具・茶菓子の生産過程や京都の茶文化を深く知ってもらうた
め、茶摘みや茶道具・茶菓子の製作体験ができるイベントなどを府内各地
で実施（①、②） 

 
（３）お茶を通じた国際交流の実施                ５,０００千円 

   国際理解の促進と茶文化発信を図るため、府内の小中高生と万博参加
国が「お茶」を通じて交流（②） 

 
（４）学生プロジェクト事業                        ５,０００千円 
   京都の大学生が学生ならではの自由な発想でアイデアを出し合い、お
茶をテーマとした新たな取組や商品開発を実施（②） 

 
（５）北野大茶会の開催                      ３２,０００千円 
   きょうとまるごとお茶の博覧会の締めくくりとして、北野天満宮で府内各地
のお茶の取組を集めた大茶会を開催（②） 

 
 （６）府域周遊スタンプラリー事業                 ４,０００千円 

 府域を周遊してもらうために、府域のお茶関連イベント等をつなぐスタン
プラリーを実施（③）                                

担当課・担当名 

①地 域 政 策 室 北 部 係 

          中 部 係 

          南 部 係 

②文 化 政 策 室 文 化 企 画 係 

③農 産 課 宇治茶・特産振興係 

課･担当 電話番号 

075-414-4458 

075-414-4528 

075-414-4485 

075-414-4217  

075-414-4944 

文化生活－２ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

 
事 業 名

 
大阪・関西万博きょうと開催費 

（８）Music Fusion in Kyoto 音楽祭事業費 

新規・ 

継続の別 

継続 

(一部新規) 

予 算 額 ９４，０００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

47,000 － － 47,000 

 

 

 

 

 事 業 内 容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

大阪・関西万博を契機に、誰もが親しみやすい文化である音楽を軸として、

府内一円を音楽で満たす音楽祭を開催 

 

２ 事業内容 

（１）府域コンサート                           ４９,０００千円 

京都ゆかりの音楽家を招聘したオリジナルオーケストラによる公演を府北 

部及び南部において実施 

想定会場…中丹文化会館、宇治市文化センター 等 

 

（２）室内楽コンサート                         ３０,０００千円 

府域コンサートのオリジナルオーケストラに参加するメンバー等による少人 

数の室内楽コンサートを府域で実施 

     想定会場…ちりめん街道、井手町役場 等 

 

（３）教育プログラム                          １５,０００千円 

府域コンサートのオリジナルオーケストラに参加するメンバー等が、府域の 

こども達に鑑賞型や体験型の公演・指導を実施し、次世代の音楽体験の機 

会を創出 

 

担当課・担当名 
文 化 政 策 室 文化連携推進係 課･担当 電話番号 

075-414-4320  

文化生活－３ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 京都国際アート市場活性化事業費 
新規・ 

継続の別 

継続 

（一部新規） 

予 算 額 １０７，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

53,500 － － 53,500 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

   世界各国のコレクターの来京を促す「京都国際アートフェア」等を開催

し、京都で育てた作家が国際的に評価される仕組みを構築するとともに、

京都の秋をアートで彩る取組を展開 
 
 

２ 事業内容 

 

（１）「Art Collaboration Kyoto」の開催【拡充】          62,000 千円 
 

 京都の作家が国際的なアートの舞台に踏み出す契機とするととも

に、府民が多様なアートを楽しめるよう、京都市と連携して府市の秋の

アートイベントを開催 

 ◆拡充内容 

  ・現代アートを身近にするためのアート解説ツアーの実施  

・アーティストと企業関係者との交流会及び企業向けにアートに対

する理解を深めるセミナー等を実施             等 

 

（２）「ARTISTS’ FAIR KYOTO」の開催               30,000千円 
 
    国内外で活躍する京都ゆかりの作家が主体となり、作家自身が出

展者として作品を展示販売する京都創発のアートフェアを開催 

 

（３）｢Kyoto Art for Tomorrow(京都府新鋭選抜展)」の開催  15,000 千円 
 
    日本画、洋画、工芸等の幅広い芸術分野を対象に、京都を中心に

活躍する若手作家の選抜展を開催 

担当課・担当名
 

文化芸術課 文化の人づくり係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4219 

文化生活－４ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 京都の文化次世代継承事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ６５，３００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

27,500 － － 37,800 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 趣   旨 
 
「文化の心」の次世代への継承を図るため、茶道、華道等の生活文化

や地域の伝統文化を深く知る機会を創出 
 
 

２ 事業内容 
 
 

（１）文化の心次世代継承事業                  ４５，０００千円 
 

学校等に専門講師を派遣し、小中学生が華道・茶道等の生活文
化を体験できる機会を創出（②） 

 
 （２）全国高校生伝統文化フェスティバル         １５，３００千円 
 

 次代を担う全国トップレベルの高校生が京都に集い、伝統文化の
魅力を全国に発信（②） 

 
（３）京都伝統文化の体験交流広場               ５，０００千円 
 
   こども達が伝統文化の披露・体験を通じて相互に交流できる場を
創出（①） 

 
 

担当課・担当名
 
①文化政策室 文化連携推進係 

②文化芸術課 文化の人づくり係 

       地域文化振興係 

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

075-414-4320 

075-414-4219 

075-414-4279 

文化生活－５ 



 
 

令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 こころのふるさと京都の文化財保護事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ８５，７６５千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ 65,000 20,000 765 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

   学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るため、「文

化財を守り伝える京都府基金」への寄附金等を活用しながら、未指

定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対策等を総合的に推進 

 

２ 事業内容 

(1) 文化財を守り伝える京都府基金等活用事業      85,000 千円 

   

   ① 文化財の保存、修理 

      国宝、重文等の修繕と合わせた有形文化財の保存・修理等 

   

   ② 文化財の防災対策 

      神社仏閣等歴史的建造物の耐震化工事、火災報知器の設置等 

   

   ③ 未指定文化財の保全 

      美術工芸品等文化資料の補修、収蔵庫及び防犯設備等文化資

料保存施設の整備、民俗文化資料の保全、遺跡・名勝・天然記念

物の保全等 

 

 

 (2) 広報及び事業選定に係る経費                 765 千円 

     事業選定に係る調査や会議開催、リーフレット作成等 PR 経費 

担当課・担当名
 

文化政策室 政策推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4521 

文化生活－６ 



 
 

令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １５，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － － 15,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 趣  旨 

 

    祇園祭山鉾懸装品のうち文化財的価値が高く、大型で貴重な前掛・ 

胴掛・見送りなどの懸装品を退役保存するため、その代替として現代の 

意匠・染織技術の粋を集めた懸装品新調事業に対して補助 

 

 

 ２ 令和７年度新調事業計画 

 

   新調点数  ３点（予定） 

           岩戸山  天水引 

           船鉾    二番水引・胴幕 

           函谷鉾  下・二番・三番水引 

    

事業費総額 ３７，５００千円  

    補助率    ２／５ 

担当課・担当名
 

文化政策室 政策推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4521 

文化生活－７ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・商工労働観光部 

事 業 名 地域交響プロジェクト推進費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ３０１，７９５千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

14,500 － 8,488 278,807 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

１ 趣   旨 
 

地域の課題に府・市町村等と連携・協働して対応できる地域団体を育成

する仕組みを構築し、安心・安全な暮らしを支える地域づくりを推進 
 

２ 事業内容 

項  目 内   容 

地域交響プロ 

ジェクト交付金 

(240,000 千円) 

①重点課題対応プログラム A 

特に地域の支えを必要とする重要課題（子育て、要配慮

者支援、防災、多文化共生、移住促進等）の解決を支援 

②基盤強化プログラム A 

①で支援する分野以外の地域課題全般の解決を対象と

し、伴走支援・基盤強化事業とあわせて、自立的な事業運

営を支援 

③地域協働推進プログラム A 
地域の総合的な問題解決に取り組む自治会・ＮＰＯ等の

協働体（協働推進型プラットフォーム）の形成を支援 

④被災地支援プログラム A 
災害時の被災地復旧活動を支援 

伴走支援・ 

基盤強化事業 

(61,795 千円) 

（１）地域活動団体支援 A 
  専門家等による支援や財源・人材確保等に関するセミナ
ーによる支援 

（２）地域協働推進 A 
  地域コミュニティが地域で抱える課題を掘り起こし、その解
決方法や目指すべき方向性を共有するため、地域に関わ

る多様な主体が対話する場の設置等を支援 

（３）ふるさと納税活用による支援 A 
  ふるさと納税制度の活用により、個別の寄附窓口を創設
し、NPO法人等の活動を支援 

（４）社会的課題解決起業支援 B 
  地域課題の解決を目的に、新たに社会的事業を府内で
起業する者に対して、起業等に要する一部の経費を支援 

 

担当課・担当名
 A 文化生活総務課 府 民 協 働 係 

B 産 業 振 興 課 スタートアップ支援係 
課 ・ 担 当  電 話 番 号 

075-414-4452 

075-414-4852 

文化生活－８ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 京のスポーツ・スタジアム夢づくり事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １０，０００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 8,000 2,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

   子どもたちがスポーツを通じて夢や希望を持てるよう、府内プロス 

 ポーツチームと連携したスポーツ体験教室や、様々な競技のトップ

アスリートとの交流等を促進することで、スポーツの裾野拡大となる

取組を展開 

 

２ 事業内容 

 

サンガスタジアム by KYOCERA において、府内プロスポーツチー

ムに所属するトップアスリート等を招聘し、子どもたちが様々な競技

種目を、アスリートと体験できる交流会を実施 

 

 

担当課・担当名
 

スポーツ振興課 交流推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5144 

文化生活－９ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 
ワールドマスターズゲームズ２０２７ 

関西開催準備費 

新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 ８，２００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － － 8,200 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

  ワールドマスターズゲームズ２０２７関西の円滑な開催に向けた準

備を実施するとともに大会ＰＲを行う。 

 

２ 事業内容 

 

（１）ワールドマスターズゲームズ２０２１関西組織委員会への 

負担金 

 

（２）京都府内開催競技のための広報活動等 

 

＜開催期間＞ 

令和９年５月１４日（金）～３０日（日）１７日間 

＜府内開催競技＞ 

開催市町 開催競技 

京都市 
陸上競技（トラック＆フィールド）、バドミントン、

スカッシュ、空手道 

福知山市 ソフトテニス 

宇治市 フライングディスク（アルティメット） 

京田辺市 ハンドボール 

京丹後市 カヌー（マラソン・ＳＵＰ・ドラゴンカヌー） 

南丹市 トライアスロン（デュアスロン） 

和束町 自転車（マウンテンバイク） 

京丹波町 ゲートボール 
 

担当課・担当名
 

スポーツ振興課 交流推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5144 

文化生活－１０ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 
京のジュニアスポーツアカデミー推進 

事業費 

新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 ５，０００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 3,200 1,800 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

   少子化の中でも、子どもたちがやりたいスポーツに親しむことが

できる機会の確保に向けた施策を推進 

 

２ 内  容 

                      

（１） 地域のスポーツクラブ等に対し、ニーズが高いサッカーや

バスケのプロスポーツ団体のコーチ等を派遣し、子どもたち

だけでなく子どもの挑戦を応援したい住民等がフレキシブル

に参加できるスポーツ体験教室を開催 

＜対 象 者＞ 

小中学生、指導者（地域住民等） 

＜対象地域＞ 

    中北部、南部地域の２箇所を想定 

 

（２） 構想検討会議において、プロスポーツチームや競技団体等

を巻き込み、事業の広域展開等を検討 

 

 

担当課・担当名
 

スポーツ振興課 交流推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5144 

文化生活－１１ 

 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 
 

文化生活部 

事 業 名 私立学校教育振興補助金 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ２９，５０１，１５３千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

9,787,415 66,000 － 19,647,738 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

１ 趣   旨 

私立学校が京都府の学校教育において重要な役割を果たしていることを踏

まえ、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費負担を軽減 
 

２ 主な事業内容 

(1) 私立高等学校あんしん修学支援事業費            3,265,000 千円 

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安心して勉

学に打ち込めるよう、修学費用負担を軽減 
 

(2) 奨学のための給付金（拡充）                        472,277 千円 

都道府県民税及び市町村民税非課税世帯の私立高校生等に対して、授業料

以外の教育費を給付 
 

◆拡充内容 

・非課税世帯 全日制等（第１子）の給付額の増額 

全日制第１子  ：142,600 円→152,000 円 

      ・専攻科生徒で年収 600 万円未満の多子世帯※への支援等 

     専攻科     ： 10,420 円 

 

(3) 私立高等学校専攻科修学支援金（拡充）               25,000 千円 

   家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある専攻科に通う生徒が安心

して勉学に打ち込めるよう、修学費用負担を軽減  

◆拡充内容 

・多子世帯※への支援（所得制限なし） 

  上限 427,200 円 
 

(4) 幼稚園教諭処遇改善支援事業費（拡充）               61,000 千円 

   幼稚園教諭の人材確保のため、幼稚園教諭等の処遇改善に係る経費を補助  

◆拡充内容 

・補助対象とする給与改善経費の範囲を拡充 

     給与改善経費（月額）：9,000 円までが対象→9,000 円超も対象 

 

  ※多子世帯…扶養される子どもが３人以上いる世帯 

（次頁に続く） 

文化生活－１２ 



 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

（前頁から続く） 
 

(5) 私立専修学校・各種学校教育振興費補助金（拡充）      63,000 千円 

   私立専修学校及び各種学校の教育の振興を図るため、教材費等の教育に必

要な経費を補助  

◆拡充内容 

・職業実践専門課程を設置する専門学校の企業連携に必要な経費 

の支援 

 

 【予算の内訳】 

区分 予算額（千円） 

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 ２０，９７１，１１５ 

中 学 校 運 営 費 補 助 ２，８８０，２４０ 

小 学 校 運 営 費 補 助 １，３４５，４４９ 

幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 ３，６２１，１１７ 

専修・各種学校教育振興補助等 １０８，９４６ 

私 学 関 係 団 体 補 助 ５７４，２８６ 

計 ２９，５０１，１５３ 
 

担当課・担当名
 

文教課 経営支援・宗教法人係 

    小 ・ 中 ・ 高 校 係 

    幼稚園・専修学校係 

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

075-414-4516 

075-414-4520 

075-414-4518 

文化生活－１２－１ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部  

事 業 名 私立専門学校修学支援事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １，８０１,０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

900,500 － － 900,500 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

１ 趣   旨 

子どもを安心して育てることができる環境の整備を図るため、私

立専門学校における無償化に必要な経費を負担 
 

２ 事業内容 

支援対象者の要件を満たした住民税非課税世帯若しくはそれに準

ずる世帯又は多子世帯※の学生等が、機関要件を満たした私立専門

学校に通う場合、授業料等を減免する学校への支援を実施 
 

【支援内容】 

  ①授業料 

   各専門学校の年間授業料と年額５９万円のいずれか低い方を

基準額として、以下の世帯年収等区分に応じた支援を実施 
    

  ②入学金 

   各専門学校の入学金と１６万円のいずれか低い方を基準額と

して、以下の世帯年収等区分に応じた支援を実施 
  
＜各区分の支援割合＞ 

世帯年収等区分 支援割合 

年収 270 万円未満 基準額 

年収 270 万円以上 300 万円未満 基準額の２／３ 

年収 300 万円以上 380 万円未満 基準額の１／３ 

年収 380 万円以上 600 万円未満かつ理工農系 基準額の１／４ 

多子世帯※（所得制限なし）【拡充】 基準額 

※多子世帯…扶養される子どもが３人以上いる世帯 

担当課・担当名
 

文教課  幼稚園・専修学校係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4518 

文化生活－１３ 



令和７年度当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・教育委員会  

事業名 いじめ防止・不登校支援等総合推進事業費 
新規・ 

継続の別 

継続 

（一部新規） 

予算額 ６７８，６０１千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

217,877 － 220 460,504 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

１ 目  的 

    学校等における問題の早期発見・早期対応、児童生徒・保護者からの相談への対

応など、いじめ、不登校、問題行動等に対する総合的なサポート体制の充実を図る。 
 

２ 内  容 

                      （単位：千円）  

事 項 内 容 事業費  

○未然防止から早期解消に向けて －  

 

不登校・いじめ等未然

防止・早期解消支援チ

ームの派遣    ② 

専門家等によるチームを学校に派遣し、外部的視点か

ら対応状況の点検や解決に向けた調整を行うととも

に、教育活動の支援を実施 

－ 教 

○早期発見・相談体制 652,309  

 

スクールカウンセラー

の配置・派遣  ②、③ 

臨床心理士による児童生徒・保護者、教職員へのカウ

ンセリング 
349,074 教 

京都式「学力向上教育

サポーター」事業（ま

なび・生活アドバイザ

ーの配置・派遣） ② 

福祉関係機関等との連携により、困難を抱える児童生

徒や家庭に対して支援を実施 
197,190 教 

心の居場所サポーター

の配置      ② 

相談室等で相談･学習支援を行うため心の居場所サポ

ーターを配置 
67,165 教 

２４時間電話相談等の

実施     ②、④ 

２４時間電話相談、トータルアドバイスセンター教育相

談、不登校相談ダイヤル、家庭教育相談等の実施 
26,380 教 

ＳＮＳを活用した相談

体制の構築    ② 

公立の中学生・高校生を対象に、SNS を活用した相談事

業を京都市と協働で実施 
7,500 教 

京都府私学修学支援相

談センターへの支援 

  ① 

いじめ問題等の解決を促進するため、私立学校が共同

設置する相談機関へ助成 
5,000 文 

○早期解決に向けた対応 －  

 
生徒指導緊急指導教員

の配置 

いじめ、虐待、暴力行為等の課題が生じている学校に

緊急に教員（非常勤講師）を配置し、学校体制を強化 
－ 教 

○重大事案への対応 2,000  

 
学校問題対策チームの

設置       ③ 

いじめや虐待等の重大事案に対して、法律や心理学等

の専門家を中核としたチームを事務局に設置 
2,000 教 

 

文化生活－１４ 



 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

事 項 内 容 事業費  

○組織の設置 1,174  

 
いじめ対応のための附

属機関等の設置 ①、② 

いじめ防止対策推進法に規定する調査審議の実施及び

重大事態の調査を実施する附属機関等を設置 
1,174 

文 

教 

○不登校対策の充実 23,118  

 
不登校児童生徒支援シ

ステムの構築   ② 

校内に教室以外の居場所を設けることで、教室に入り

づらい・休みがちな児童生徒個々の状況を見立て、個

に応じた学習支援・相談と小・中を通した切れ目のな

い支援を実施 

－ 教 

 
不登校児童生徒支援拠

点整備事業    ② 

市町村の教育支援センターにスクールカウンセラー

等の専門家の配置等を行い、不登校児童生徒支援の拠

点として機能を拡充 

18,974 教 

 フリースクール連携推

進事業      ② 

府認定フリースクールが実施する、学校と連携した教

育活動へ助成 
3,000 

教 

 

 

 

教 

 

 

こどもの発達を支える

生徒指導に関する調査

研究事業  新規  ② 

発達支持的生徒指導・課題予防的生徒指導の在り方に

ついて調査研究を実施 
220 

ふれあい宿泊学習の実施 ④ 924 教 

合 計 678,601  

 

 

 

担当課・担当名 

①文 教 課 小･中･高校係 

②学校教育課 指導第２係 

③高校教育課 指導第１係 

④社会教育課 社会教育主事 

課・担当 電話番号 

075-414-4517 

075-414-5840 

075-414-5851 

075-414-5885 

文化生活－１４－１ 



文化生活部・健康福祉部

趣　　旨

２ 事業内容

（１）光熱費高騰に対する支援

【主な対象施設】

・医療施設等

・高齢者施設等 ※京都市内を除く

・障害者施設等 ※京都市内を除く

・保育所等（私立幼稚園含む）

（２）食材費高騰に対する支援

【対象施設】

・病院、有床診療所
　１病床当たり3.4千円

・高齢者入所施設、障害者入所施設 ※京都市内を除く
　定員１人当たり3.4千円

・保育所等
　定員１人当たり260円

令和７年度当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明

事 業 名 医療機関等物価高騰対策事業費
 新規・
 継続の別

継続

一般財源

940,000 - - -
予 算 額

国　庫 起　債 その他
940,000千円

１

　物価高騰が続く中、利用者への価格転嫁が困難な医療機関や社会福祉
施設等の負担を軽減するため、各施設に対し支援金を支給

　病院・有床診療所は１病床当たり15千円、無床診療所は１施設当
たり30千円、施術所は１施設当たり30千円

　通所系事業所は定員１人当たり２千円、入所施設は定員１人当た
り６千円、訪問系事業所は１事業所当たり21千円

075-414-4571
障 害 者 支 援 課 福祉サービス・障害児支援係 075-414-4596

文 教 課 幼 稚 園 ・ 専 修 学 校 係

課・担当　電話番号

075-414-4518

075-414-4975

075-414-4591
高 齢 者 支 援 課 事 業 所 ・ 福 祉 サ ー ビ ス 係

　通所系事業所は定員１人当たり３千円、入所施設は定員１人当た
り６千円、訪問系事業所は１事業所当たり21千円

　定員の規模に応じて１施設当たり20千円、60千円、200千円

家 庭 福 祉 係 075-414-4582
医 療 課 病 院 事 業 ・ 企 画 係

担 当 課 ・ 担 当 名

生 活 衛 生 課 生 活 営 業 係 075-414-4761
こども・子育て総合支援室 保 育 ・ 子 育 て 支 援 係

薬 務 課 薬 物 対 策 ・ 企 画 係 075-414-4756

文化生活－ １５

家 庭 ・ 青 少 年 支 援 課

目 的

対 象

方法等

事業内容

（２月補正 940,000千円）



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・健康福祉部・商工労働観光部  

事 業 名 生産性向上・人手不足対策事業費 
新規・ 

継続の別 

継続 

（一部新規） 

予 算 額 
８００，０００千円 

（２月補正：８００，０００千円） 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

800,000 － － － 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

  中小企業や社会福祉施設、保育所・幼稚園等の環境改善を図るため、業種・

業界の垣根を越えて３Ｓ・５Ｓをはじめとした持続的な生産性向上に資する取

組を学び・実践する仕組みを構築し、ソフトとハードを組み合わせた一体的な

支援を実施する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）生産性向上に向けた勉強会等の取組への支援     22,000千円 

対 象 
・中小企業が属する各種組合、企業グループ新規【①】 

・社会福祉関係団体等【②、③】 

支援内容 

・生産性向上に資する取組の好事例やノウハウを取り込む

ための勉強会・ワークショップ等の実施に要する経費 

・介護・福祉職場サポートセンター（仮称）の設置新規 

  

（２）生産性向上に資する設備導入等への支援       778,000千円 

対 象 

（１）の生産性向上に向けた勉強会等に参加した 

・組合、グループ、これらに属する中小企業【①】 

・高齢、障害者施設等（京都市内を除く）【②】 

・保育所、幼稚園等【②、③】 

支援内容 生産性向上に資する設備導入や人材育成等に要する経費 

補 助 率 ３／４（補助上限：2,000千円） 
 

担当課・担当名 

① 中小企業総合支援課 金融・経営支援係 

② 地域福祉推進課 福祉人材・法人指導係 

③ 文 教 課 幼稚園・専修学校係 

課･担当 電話番号 

075-366-4356 

075-414-4561 

075-414-4518 

文化生活－１６ 



 
 

令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 防犯まちづくり推進事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ４,４８２千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

1,934 － 1,000 1,548 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

犯罪のない安心・安全なまちづくり計画を推進するため、地域防犯活

動の拠点「府民協働防犯ステーション」や、地域を守る子ども・地域安全

見守り隊の活動支援等により、地域防犯力の向上を図る。 

 

２ 事業内容 

 

（１）地域における防犯活動の推進 

       ・府民協働防犯ステーションの活動支援 

・子ども・地域安全見守り隊支援 

・「ながら防犯」活動の推進 

 

 （２）府域全体への防犯意識向上 

・「防犯まちづくり賞」 

 自主防犯活動への顕著な功績に対する表彰 

・「府民防犯の日」等普及啓発事業 等 

担当課・担当名
 
安心・安全まちづくり推進課 防犯・交通安全係  課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5076 

文化生活－１７ 



 
 

令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 未来へつなぐ交通安全推進事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ２，５００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 2,500 － 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

交通事故で亡くなった交通巡視員の御遺族等からの寄附を活用し、交

通事故をなくすための安全教育を展開する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）「かなえる・かなでる」プロジェクト 

 ※御遺族の思いを府民に届けるため、故人の名前を冠したプロジェ 

クトを府内全域で展開 

・ 府民協働防犯ステーションにおける交通安全活動の支援 

・ 自転車の安全利用に係る資機材を府内高等学校に配布 

 

 （２）高齢運転者への交通安全教育 

・ 危険予測教育機器等を用いた高齢者向け交通安全教室の実施 

担当課・担当名
 
安心・安全まちづくり推進課 防犯・交通安全係  課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5076 

文化生活－１８ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・警察本部 

事 業 名 犯罪被害者等支援総合対策事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １７，１００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

2,475 － 1,000 13,625 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 
 

「京都府犯罪被害者等支援条例」の制定に伴い、犯罪被害者等への

支援の更なる充実を図るため、新たな支援体制の構築、（公社）京都犯

罪被害者支援センターの体制機能強化、支援を行う人材育成、生活再

建支援や法的援助助成、社会機運の醸成に資する事業を実施する。 
 

２ 事業内容 

区分・内容 
予算額 
（千円） 

１ 犯罪被害者等支援強化事業（①）  
・関係機関が支援内容を協議し進める支援調整会議の設置 

・個々の犯罪被害者等の状況に応じた支援をコーディネートす 

る社会福祉士の配置 

・京都犯罪被害者支援センターの体制の充実・強化 

8,500 

２ 犯罪被害者等生活再建支援事業（①）  
・犯罪被害者等の生活再建に必要な転居費用の助成 

1,600 

３ 犯罪被害者等法的援助助成事業（①）  
・犯罪被害者等が当事者として刑事裁判に参加するために必 

要な弁護士費用等の助成 

840 

４ 犯罪被害者等支援府民理解促進事業（①）  
・犯罪被害者等支援に対する府民の理解増進のための啓発 

160 

５ 犯罪被害者等支援活動推進事業（②）  
・犯罪被害者等への診断書料等や付添人等の旅費の助成 

・臨床心理士によるオンラインカウンセリングの実施 

6,000 

 

担当課・担当名
 ①安心・安全まちづくり推進課 防犯・交通安全係 

②警 務 課 犯罪被害者支援室 
課 ・ 担 当  電 話 番 号 

①075-414-5076 

②075-451-9111（2673） 

文化生活－１９ 



 
 

令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 初期段階再犯防止強化事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １,５００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

750 － － 750 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 

 

軽微な罪を犯し、刑事司法手続の「入口（初期）段階」にある人をより多

く、福祉的制度支援や立ち直りを支える人・場につなぐための施策を実

施し、微罪処分者※の再犯防止の強化に取り組む。 
 
※微罪処分者：軽微な罪を犯したが検察送致に至らず地域に返される者 

 

２ 事業内容 

 

（１）地域の社会福祉制度に精通したアドバイザーの各警察署への派遣 

      ・社会福祉士を府内 25警察署に派遣し、福祉的制度支援等の相 

談に対応 

・警察官に対して、社会福祉士の業務や、福祉・医療制度に関する 

講習を実施 

 

 （２）立ち直りを支える人・場と当事者をつなぐ取組の実施 

・民間支援団体の活動の実情等について、掘り起こし調査を実施 

・民間支援団体、当事者、支援者及び行政をつなぐ場づくりとして 

再犯防止ネットワーク会議を開催 

・民間支援団体の活動内容等がわかるパンフレットを作成し、警察 

署等にて配布 

担当課・担当名
 
安心・安全まちづくり推進課 防犯・交通安全係  課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5076 

文化生活－２０ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・健康福祉部 

事 業 名 女性活躍総合支援事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １４６，６０１千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

58,461 － 1,000 87,140 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 
 

京都ウィメンズベース・マザーズジョブカフェ・京都府男女共同参画セン

ターの３所が連携し、女性活躍をワンストップで支援するとともに、性別に

関わらず様々な困難・課題を抱える方への支援を実施する。 

 

２ 事業内容 
 

区分・内容 担当課 
予算額 
（千円） 

１ 京都ウィメンズベース事業  
  ・中小企業における女性活躍やワーク・ライフ・バラ

ンスに関する取組を推進するための相談・研修・

制度整備等の支援 

  ・企業の意思決定に参画できる役職への女性登用

を推進するため、企業の中核人材となる女性の育

成研修等を実施 

② 10,672 

２ マザーズジョブカフェ推進事業  
  ・働きながら子育てしたい女性やひとり親家庭の方

などのニーズに応じて、就業と子育てをワンストッ

プで支援 

② 

③ 

80,752 

３ 京都府男女共同参画センター運営事業  
・女性相談、男性相談の実施 

・女性の社会参画支援のため、起業支援や地域に

おける女性支援等を実施 

① 40,177 

４ 女性つながりサポート事業  
  ・民間団体による無料のカウンセリング・電話相談・

ＳＮＳ相談・伴走支援等を実施 

① 15,000 

 

 

担当課・担当名
 
①男女共同参画課 企画・地域支援係 

②男女共同参画課 女性活躍･ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進係 

③家庭・青少年支援課 ひとり親・ヤングケアラー支援係  

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

①075-414-4291 

②075-414-4296 

③075-414-4584 

文化生活－２１ 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 
 

 文化生活部・健康福祉部 

事 業 名 ドメスティック・バイオレンス対策事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ２６，５９６千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

10,764 － 100 15,732 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

１ 趣   旨 
 

家庭支援総合センター(配偶者暴力相談支援センター)を中心に、市町村や関

係機関と連携・協力しながら被害者の相談・保護・自立支援等を実施する。 
 

２ 事業内容 

区 分 ・ 内 容 

（丸数字は担当課名を示す） 

予 算 額 
（千 円） 

（１）相談窓口                    （②） 
  ・ＤＶ相談支援センター(府南部・北部)の運営 

  ・ＤＶ専用電話相談の実施 

  ・夜間・休日相談窓口の設置運営 

  ・女性相談支援員の配置・研修(二次被害防止) 

  ・市町村相談員等に対する研修 

  ・法律相談窓口の設置運営 

7,382 

（２）専門的指導の確保               （②） 
・心理療法士によるカウンセリング 

2,339 

（３）一時保護機能                 （②） 
・一時保護委託先の確保 

・保育士の配置 

・同伴児童への学習支援 

・民間シェルターと連携･協力した被害者支援 

・同伴児童に対するオリエンテーションの実施 

5,861 

（４）被害者の自立支援 
・自立支援グループワークの実施 

・加害者プログラムの実施 

・通訳の派遣(外国人被害者への対応)  

・診断書料の給付(保護命令申立て、就職時の健康診断等) 

・被害者の地域生活を支援する｢地域生活サポーター｣の養成・活用 

・一時保護所退所者・同伴児童支援 

8,661 

（５）協力機関の連携・協力            （①・②） 
・配偶者等からの暴力に関する法定協議会の運営 

・生活保護等の円滑な適用 

・ＤＶ相談支援センター機能の広報啓発 

1,152 

（６）啓 発                    （①） 
・ＤＶ啓発資材の作成 

・啓発講座 

1,201 

 

担当課・担当名
 ①男 女 共 同 参 画 課 企画・地域支援係 

②家庭・青少年支援課 家 庭 福 祉 係 
課 ・ 担 当  電 話 番 号 

①075-414-4291 

②075-414-4582 

文化生活－２２ 

（②） 

（①） 



令和７年度 当初予算案主要事項（令和６年度２月補正含む）説明 
 

文化生活部・農林水産部・建設交通部 

事 業 名 消費者あんしんサポート事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ８０，２９９千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

53,549 4,000 5,595 17,155 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

１ 趣   旨 
 

府民の安心・安全な消費生活を実現するため、高齢者の被害防止対

策や年齢等特性に合わせた消費者教育の推進及び市町村消費生活

相談窓口の運営支援等を実施する。 
 

２ 事業内容 

項 目 事 業 概 要 所 管 

市町村連携、消費者問題対応力向上 

 市町村相談セ
ンター支援事

業等 

・「ネット取引等あんしんチーム」による市町
村相談のサポート 

・府全域のリアルタイムな情報共有 
・市町村相談センターの運営に対する助成 
・近畿府県合同での調査・指導 等 

①  

消費者被害防止、高齢者対策 

 消費者被害

防止対策事

業 

・悪質商法等被害の未然防止を図るため、見守
り人材の養成や地域の見守りの担い手によ
る啓発を実施 

・市町村見守りネットワークの活動支援 等 

①  

年齢等特性に合わせた消費者被害防止対策、消費者教育の推進 

 若年者への消
費者被害防

止対策 

・学校等における消費者教育の支援や、若年者
を対象とした悪質商法等による消費者被害
防止対策を実施 

・消費者市民社会の構築に向けた消費者教育
の展開 

 
 

①  

相談・検査体制の整備等 

 きょうと「食の
安心・安全」

確保事業等 

・食品の安心・安全を確保するための食品検査
や食品表示パトロール 

・住宅に関する法律的・技術的な相談対応 

② 

③ 

④ 
 

担当課・担当名
 

①消費生活安全センター 企 画 ・ 啓 発 係 

②生 活 衛 生 課 食 品 衛 生 係 

③農 政 課 食の安全・食育係 

④住 宅 課 計 画 係 

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

① 075-671-0030 

② 075-414-4773 

③ 075-414-5656 

④ 075-414-5358 

文化生活－２３ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部・農林水産部 
 

事 業 名 きょうと「食の安心・安全」確保事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ２４，３６９千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

2,567 4,000 3,393 14,409 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 趣  旨 

  食の安心・安全行動計画等を踏まえ、関係部局が連携し、食品表示

の適正化、食に関する情報発信、食品衛生監視指導等を強化すること

により、府民の食への信頼を確保する。  
 

２ 事業概要 

○食の安心・安全情報発信           ４１３千円 ② 

リスクコミュニケーション等の開催を通じて、食の安心・安全に関

する消費者、事業者、行政の相互理解を促進するとともに、ＳＮＳ等

を活用し、多様化する消費者ニーズに応じた食の安心・安全に関する

正しい知識を普及 

○食品衛生監視指導            ８，１７９千円 ① 

食品衛生法改正に伴う HACCP（ハサップ）による衛生管理の制度

化を踏まえ、事業者に衛生管理の手法について啓発を行うとともに、

食品衛生推進員「京の食“安全見はり番”」等による自主衛生管理の

推進、食品衛生監視機動班による事業者への監視・指導の実施や食品

等の放射性物質、添加物等の検査項目を充実し、食の安心・安全を確

保 

○食品検査                ７，９８３千円 ① 

府内に流通している食品等の検査を行い、その結果を定期的に公表

することで食の安心・安全を確保 

食品検査に使用する機器を更新  

○遺伝子組換え食品検査          ２，６２２千円 ① 

ＤＮＡ検査機器により遺伝子組換え食品の分析を実施し、審査を受

けていない遺伝子組換え食品の流通防止及び表示と内容物との整合

確認を実施することにより食の安心・安全を確保 

○拠点保健所業務管理基準（ＧＬＰ）導入  ２，６４３千円 ① 

ＧＬＰ（業務管理基準）の導入により、精度管理体制を構築すると

ともに検証体制を整備し、検査の信頼性を確保  

○食品表示制度の監視・啓発        ２，５２９千円 ②                  

新たな食品表示制度を普及啓発する事業者向けの講習会等を開催

するとともに、食品の表示状況を確認するパトロールを実施し、食の

安心・安全を確保 
 

担当課・担当名
 ①生 活 衛 生 課 食 品 衛 生 係 

②農 政 課 食 の 安 全 ・ 食 育 係 
課 ・ 担 当  電 話 番 号

 ①075-414-4773 

②075-414-5656 
 

文化生活－２４ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部  

事 業 名 植物園次の 100年創生事業費 
新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 １８，０００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 13,000 5,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 趣   旨 

 

府立植物園の次の 100 年に向け、子どもたちや若い世代に向けた

魅力拡大や学習・研究機能の充実により更なる飛躍を目指すための

各種取組を展開する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）「LIGHT CYCLES KYOTO」の実施         5,000 千円 

大阪・関西万博に合わせて、夜の植物を光と音で彩り、植物の

世界を体験する「LIGHT CYCLES KYOTO」を実施し、関西を訪れ

る国内外の観光客等に対して、植物園の魅力を広く発信 

     

 （２）楽しく学べる学習イベントの開催         12,000 千円 

子どもたちをはじめとした幅広い世代が、植物の仕組みや植

物と生きものとの関わりを楽しく学ぶことができる企画展等を

開催 

 

（３）京都植物誌プロジェクトの推進        1,000 千円 

京都の植物多様性保全に向け、府内の植物調査や生息域外保

全などを進め、100 周年を機にスタートした「京都植物誌」の制

作を推進 

 

担当課・担当名
 

文化施設政策監付 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4670 

文化生活－２５ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 府立大学スポーツ施設整備検討費 
新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 ２６，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － － 26,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

体育館やグラウンド等の府立大学が有するスポーツ施設を府民 

に開放することにより、スポーツや地域イベントでの府民との交流

等「地域に貢献する開かれた府立大学」を目指す。 

 

２ 事業内容 

 

学生利用を前提としつつ、体育館やグラウンド等のスポーツ施設

整備のあり方についての検討を実施 

担当課・担当名
 

文化施設政策監付 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4670 

文化生活－２６ 



令和７年度 当初予算案主要事項(令和６年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 
＜収益事業特別会計＞ 

向日町競輪場敷地再整備等事業費 

新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 
６０２，２５２千円 

（債務負担行為限度額 12,641,750千円） 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 602,252 － 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

向日町競輪場基本構想に基づき、向日町競輪場敷地全体を多目

的・複合的な機能を併せ持った地域の交流・賑わいの拠点へと展

開していくため再整備を実施 

 

２ 事業内容 

 

（１）競輪場再整備・運営事業      310,252 千円 

（債務負担行為限度額 12,361,750 千円） 

老朽化した向日町競輪場施設について令和 11年度中のリニュ

ーアルオープンに向けて全面的な再整備を実施 

 

 

（２）競輪場敷地再整備関連事業     292,000 千円 

（債務負担行為限度額 280,000千円） 

競輪場施設及びアリーナ施設の整備に必要な埋蔵文化財調査

及び設計施工管理を実施 

 

担当課・担当名
 

文化施設政策監付 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4670 

文化生活－２７ 


